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【
巻
頭
言
】

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
の
設
立
以
来
、
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
の
特
徴
を
生
か
し
、
日

本
学
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
、
国
外
の
日
本
学
研
究
を
促
進
し
、
学
術

交
流
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
号
に
は
、
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
論
文
六
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
で
、
計
画
し
て
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
例
会

が
中
止
や
延
期
に
な
る
と
い
う
苦
し
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
と
い
う
新
し
い
手
段
に
よ
っ
て
、
二
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
一
月
と
二
月
に
行

わ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
文
化
権
力
研
究
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
伝
統
と
正
統
性
、
そ
の
創
造
と
統
制
・
隠
滅
」（
韓
国
・
翰

林
大
学
校
日
本
学
研
究
所
と
の
共
催
）
で
す
。
そ
こ
で
は
、
韓
国
、
台
湾
、
日
本
の
研
究
者
の
交
流
が
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
収
ま
る
こ
と
な
く
、
今
年
度
も
、
東
京
都
で
は
緊
急
事
態
宣
言

が
何
度
も
発
出
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
行
動
が
制
限
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
所
員
・
研
究
員
の
方
々
の
活
発
な
研
究
と
執
筆
に
よ
っ
て
、
本
号
に
六
本
も
の
論
文
を
掲
載
で
き
た
こ

と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

本
研
究
所
の
目
的
達
成
の
た
め
、
今
後
も
多
彩
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
例
会
を
企
画
し
、
本
誌
の
更
な
る
充
実

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
一
年
十
月

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所　

所
長 

井
野
葉
子


